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要　旨　本研究の目的は，プリセプターを担うことになった看護師が，どのような役割意識もって
かかわっているのかを明らかにすることである．
調査の対象者は，毎年３０名前後の新卒看護師が就職する６病院で，マンツーマンのプリセプター
シップを行った２６名である．データ収集は，「プリセプターを指名された時の気持ち」「プリセプター
としての準備」から構成した半構成的質問紙による調査を行った．分析は，内容分析を行った．
その結果，【プリセプターを指名された時の気持ち】，【プリセプターとしてかかわっていく上での目
標】，【かかわることへの心構え】，【プリセプターをするに当たっての準備】の４つのカテゴリーが抽
出された．【プリセプターを指名された時の気持ち】では，「積極的な感情」をもった人が６名（２３．１%）
であった．一方，「消極的な感情」を持った人が２０名（７６．９%）で，プリセプターという役割に対して
不安や心配などの消極的な感情をもっていた．【プリセプターとしてかかわっていく上での目標】では，
「プリセプティとの関係性を築く」，「プリセプティにとって良いモデルを示す」，「協力体制の活用」，
「プリセプティの達成度」の４つのサブカテゴリーになっていた．その中で最も多かったものは「プリ
セプティとの関係性を築く」であった．【かかわることへの心構え】では「自分とプリセプティとの関
係性」，「かかわる時の態度」，「指導方法」，「プリセプティの評価」の４つのサブカテゴリーになって
いた．【プリセプターをするに当たっての準備】では，個人的な準備として「文献学習」や「指導計画
の作成」を１５名（５７．７％）が行っていた．
以上の結果から，プリセプターという役割に対して不安や心配などの消極的な感情をもっていても，
かかわりや指導の方向性を見出していることが明らかとなった．しかし，プリセプターには戸惑いや
ストレスなどがあることから，プリセプターの意識を一人で貫くのは容易ではないことが示唆された
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　プリセプターシップとは，新卒看護師のリア
リティショックを緩和し，職場に適応すること，
看護学生から看護師への役割移行の促進を目的
とし，一人の新卒看護師（プリセプティ）に対
して一人の先輩看護師（プリセプター）がつき，
ある期間マンツーマンで教育指導を行うことで
ある１）．日本でも１９８０年代に導入され２），２０００
年度の看護職員需給状況調査では，３，２８６施設
のうち１，７６３施設で取り入れられている３）．
　プリセプターシップの先行研究では，新卒看
護師のリアリティショックの緩和４），プリセプ
ターの成長や学び５）といったプリセプターシッ
プの有用性を示すものがある．一方で，看護師
はプリセプターという新たな役割を得ることで，
その役割行動に対して戸惑い６），プリセプター
として指導する能力の不足や指導方法について
悩み７）-８），また，看護師としての知識や技術，
経験の不足によるストレスの憎悪９）-１２）などがあ
り，プリセプターの役割を担うには大きな負担
を強いる現状がある．
　このようなプリセプターという役割の重責が
長く続けば，バーンアウトにつながりやすいこ
とが考えられ，この状態の回避にはプリセプ
ターをサポートする体制の整備が必要である．
プリセプターをサポートする体制の整備につい
ては，スタッフ一人ひとりが役割を意識した協
力体制の整備や管理職からプリセプターへの配
慮，同期からの支援などについて研究されてい
る１３）-１６）が，看護師のプリセプターの役割意識で
は，プリセプターになる前の負担感１７）を研究し
たものしか見当たらない．看護師がプリセプ
ターとして，どのような役割意識を持ってプリ
セプティにかかわっているのか，その役割意識
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を把握することは，プリセプターの役割を実践
していく中でサポートしていく際の示唆に繋が
ると考える．
　以上のことから，本研究では看護師がプリセ
プターの役割をどのように意識しているのかに
ついて検討した．
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　本研究における用語を以下のように定義する．
プリセプターシップ：
一人のプリセプティ（指導を受ける側のこと）
に対し，一人のプリセプター（担当者）が，１年
かけてマンツーマンで臨床の教育を担当する方
法．
プリセプター：
一人の新卒看護師にかかわり，１年後の成長
に向けて，技術的な指導をはじめ，さまざまな
指導を行い，新卒看護師が統合的に患者を看護
できるようにかかわる先輩看護師．指導者や教
師的な役割．
プリセプティ：
担当の先輩看護師より，看護技術などの指導
を受けながら，臨床家としてさまざまな体験を
していく新卒看護師．
役割意識：
プリセプターの役割は，教育者，相談者（支
援者），業務内で確実に新卒看護師が成長・発展
できるようにモデルを示すことと，新卒看護師
が新しい役割の中で社会に適応した確実な目標
を持つようにすること１８）と言われているが，そ
の役割を認識し，思考する心の動き．
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１）研究協力への依頼
Ｆ県内３施設，Ｔ都内３施設の合計６施設の
看護部長に，書面並びに口頭にて本研究の趣旨，
方法，施設並びに研究協力者の匿名性やプライ
バシーを遵守することを説明し，看護部長へ５
名前後のプリセプターの紹介を依頼した．対象
となるプリセプターには，各施設の看護部長よ
り本研究の趣旨を伝えていただき，本研究への
協力の意向を確認の後，対象者の連絡先を伺っ
た．対象者には，研究者より連絡を取り，口頭
にて研究の趣旨，参加の自由並びに途中辞退の
自由，プライバシーの遵守を説明し，研究への
協力を依頼した．さらに，面接時に改めて書面
および口頭にて再度説明を行い，協力を依頼し
た．研究は，承諾を得た後に実施した．
２）研究対象者
プリセプターシップを導入後，数年が経過し，
毎年３０名前後の新卒看護師が就職する病院で，
Ｆ県およびＴ都における６施設を対象とし，各
施設の看護部長より紹介された３３名のうちマン
ツーマンのプリセプターシップを行った２６名を
対象とした．
３）データ収集期間
２００３年６月２３日～８月２８日
４）データの収集方法
面接の内容は，プリセプターとしての役割意
識を〈プリセプターを指名された時の気持ち〉
〈プリセプターとしての準備〉から構成した半構
成的質問紙を用いて行った．
面接によるデータ収集は，対象者のプライバ
シーが遵守される施設内の個室，および不規則
な勤務を考慮し，本人の指定した場所で行った．
面接内容は，対象者の許可を得て録音し逐語
録とした．
５）データの分析方法
面接時に録音したテープの逐語録からプリセ
プティへの関わりを語っている文脈を抽出し，
内容の類似性により帰納的に分類・カテゴリー
化した．分析の過程では継続教育の専門家に
スーパーバイズを受け信頼性の保持に努めた．
６）倫理的配慮
対象者には文書を用いて研究の趣旨，参加の
自由並びに途中辞退の自由，プライバシーの遵
守を説明し，同意書を得て本研究への協力を得
た．面接はプライバシーを遵守できる場所で
行った．調査した結果は匿名性に配慮しコード
化した．なお，本研究は福島県立医科大学倫理
委員会の承認を経て実施した．
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（１）所属
対象の所属は，Ｆ県内において１３名，Ｔ都内
において１３名の合計２６名であった．
（２）年齢と性別
対象者の年齢と性別は，２６歳未満が１４名
（５３．８％），２６歳以上が１２名（４６．２％）で，男性
３名，女性２３名であった．
（３）プリセプターシップに関する研修の受講
有無
プリセプターシップに関する研修を受講した
人が２１名（８０．８％），受講していない人が５名
（１９．２％）であった．８割以上の人が受講してい
たプリセプターシップに関する研修とは，各施
設内において継続教育の一環として実施されて
いるものであり，看護協会等で行っている研修
を受講していた人はいなかった．また，研修の
実施時期については，プリセプターの役割を担
う前の年度に行われる施設もあれば，プリセプ
ターの役割と並行して研修が行なわれている施
設もあった．プリセプターシップに関する研修
を受講していなかった５名については，施設内
の研修として位置づけられたものではないが，
病棟単位での勉強会は行われていた．
（４）臨床経験年数，およびプリセプターの
役割を担った病棟での勤務経験年数
臨床経験年数は，５年未満が１７名（６５．４％），
５年以上が９名（３４．６％）であった．また，プ
リセプターの役割を担った病棟での勤務経験年
数では，１年目が１名（３．８％），２年目が１名
（３．８％），３年目が１０名（３８．５％），４年目が８名
（３０．８％），５年目が３名（１１．５％），不明が３名
（１１．５％）で，３，４年目の看護師が多かった．
（５）看護基礎教育課程
プリセプターが卒業した看護基礎教育課程で
は，看護系大学が３名（１１．５％），看護系短期大学
が２名（７．７％），看護専門学校が２０名（７６．９％），
進学課程が１名（３．８％），不明が１名（３．８％）で，
７割以上が看護専門学校を卒業していた．
　
２）プリセプターとして指名された時の気持
ち（表２）
　【プリセプターとして指名された時の気持ち】
とは，対象者がプリセプターを担うことを上司
などから伝えられた時に，その役割について感
じた気持ちを示している．表２に示したように，
その役割について感じた気持ちでは，「消極的
な感情」を持った人が２０名（７６．９％），「積極的
な感情」を持った人が６名（２３．１％）であった．
　「消極的な感情」とは，自分の知識の不足や看
護技術に未熟なところがあるために，プリセプ
ターとしてプリセプティにモデルを示していく
ことへの苦痛や不安，プリセプターとしての教
え方や，どのように教えていけば良いのか分か
らないことから「教える」ということに自信を
持てず，自分に指導を任されることへの不安や
心配であった．また，プリセプターとしてプリ
セプティを任されることに対して，周囲のス
タッフから期待されているという責任の重さへ
の不安，プリセプティを一人前にするという目
標を自分が達成させることができるかという心
配もみられた．さらに，自分がプリセプティと
人間関係を築いていかれるのかというようなプ
リセプティとの相性に関する不安や心配，自分
自身がまだ新しい職場へ配属されたばかりであ
る上にプリセプターの役割も担うということへ
の不安や心配，プリセプティと自分との年齢差
に対する不安や心配などがみられた．
看護師のプリセプターとしての役割意識
１３名Ｆ県１．所属
１３名Ｔ都
１４名（５３.８％）２６歳未満２．年齢
１２名（４６.２％）２６歳以上
３名（１１.５％）男性３．性別
２３名（８８.５％）女性
２１名（８０.８％）あり４．プリセプターシップに関す
る研修の受講 ５名（１９.２％）なし
１７名（６４.５％）５年目未満５．臨床経験年数
６名（３４.６％）５年目以上
１名（ ３.８％）１年目６．プリセプターをした配属病
棟での勤務経験年数 １名（ ３.８％）２年目
１０名（３８.５％）３年目
８名（３０.８％）４年目
３名（１１.５％）５年目
３名（１１.５％）不明
３名（１１.５％）大学７．卒業した看護基礎教育課程
２名（ ７.７％）短期大学
２０名（７６.９％）専門学校
１名（ ３.８％）進学課程
１名（ ３.８％）不明
表１　対象者の属性
－１７－
　一方，「積極的な感情」とは，プリセプターと
いう役割を，自己成長の目標とし，自分に自信
をつけるチャンスといったキャリアアップと捉
えていることを示している．加えて，自分も勉
強できる時期という受け止め方や，師長の評価
として頑張るという意欲的なものもみられた．
　
３） プリセプターとしてかかわっていく上で
の目標（表３）
　【プリセプターとしてかかわっていく上での
内　　　　容記録単位数カテゴリー
・親近感を持たせる
・一番近い存在としてかかわる
・できるだけ会話をして深くかかわる
・聞きやすい雰囲気を作る
・話しやすい雰囲気を作る
３０
（７１．４％）
１．プリセプティとの関係性を築く
・自分のプリセプター（自分が指導を受けた先輩看護師）
のようにモデルを示す
・自分がプリセプター（自分が指導を受けた先輩看護師）
に求めたことを行なう
８
（１９．０％）
２．プリセプティにとって良いモデルを示す
・困った時にはスタッフに相談する２
（４．８％）
３．協力体制の活用
・６ヶ月くらいには独り立ちして 一人として見てもらえ
るようにする
２
（４．８％）
４．プリセプティの達成度
４２
（１００％）
記録単位総数
表３　プリセプターとしてかかわっていく上での目標
看護師のプリセプターとしての役割意識
理　　　　由人数カテゴリー
・自分の知識が不足している
・自分の看護技術が未熟である
・モデルになることが苦痛
・教えるだけの自信がない
・どう教えていけば良いか分からない
・指導を任されることが不安
・プリセプティを一人前にする目標を達成できるか心配
・周囲からの期待に責任がある
・プリセプティとの相性が心配
・新しい病棟へ配属されたばかりで心配
・プリセプターの指名の前触れがなく突然で心配
・プリセプティと自分との年齢の差があるから心配
２０（７６．９％）消極的な感情
・自分に自信をつけるチャンス
・自分の看護師として成長する上での目標の一つ
・プリセプターを経験することによって看護師として一人前
・自分も勉強できる時期だから頑張る
・師長から評価されたから頑張る
６（２３．１％）積極的な感情
２６（ １００％）合計人数
表２　プリセプターを指名された時の気持ち
－１８－
目標】とは，プリセプターという役割を引き受
けた後，プリセプターとしてかかわっていくた
めに自己が掲げた目標である．この目標は，表
３に示すように「プリセプティとの関係性を築
く」，「プリセプティにとって良いモデルを示
す」，「協力体制の活用」，「プリセプティの達成
度」の４つが抽出された．その中で最も多かっ
たものは「プリセプティとの関係性を築く」と
いう目標であった．
　「プリセプティとの関係性を築く」では，プリ
セプターがプリセプティは学生時代と臨床現場
とのギャップに悩むであろうと考え，プリセプ
ターである自分に親近感が持てるように，プリ
セプティにとって一番近い存在，頼れる先輩と
してかかわれることである．また，プリセプ
ターは，プリセプティとできるだけ会話をする
ことによって，プリセプティが聞きやすい雰囲
気を作ることや，話しやすい雰囲気を作ること
で，自分とともに一緒に頑張っていこうという
姿勢を相手に伝え，メンタル的なフォローをも
含めて深くかかわっていくことであった．
　次に多かったものでは，「プリセプティに
とって良いモデルを示す」という目標であった．
これは，プリセプター自身が新卒看護師時代に
指導してもらったプリセプター（自分が指導を
受けた先輩看護師）の影響が大きかったと述べ
ており，自分が指導を受けた先輩プリセプター
のように指導できることを目指していた．自分
が新卒看護師時代に先輩プリセプターに求めた
ことを，今度はプリセプティに指導していくと
いった自分の経験を基にしたものであった．
　また，抽出された記録単位数としては少な
かったが，自分がプリセプターとして困った時
には，スタッフに相談するという「協力体制の
活用」を目標としたものや，プリセプティが入
職後６ヶ月頃には独り立ちして，周囲のスタッ
フに一人の看護師として見てもらえるようにす
るという「プリセプティの達成度」を目標とし
ているものもあった．　
４）かかわることへの心構え（表４）
　【かかわることへの心構え】とは，自分がプリ
セプターとしてかかわるために定めた目標を遂
行していくための心の準備を示す．この心構え
には表４で示すように，「自分とプリセプティ
との関係性」，「かかわる時の態度」，「指導方法」，
「プリセプティの評価」の４つが抽出された．
　「プリセプティとの関係性」については，プリ
セプティに教える時（仕事でかかわる時）とプ
ライベートでかかわる時を区別し，仕事でかか
わる時には１年目の看護師としてかかわり，看
護の楽しさを伝えながらもプリセプターとして
内　　　　容記録単位数カテゴリー
・教える時とプライベートは区別する
・１年目としてかかわる
・自分を通していろんな部分を吸収させる
・プリセプティが持っている人間性を活かす
・人間的に成長できるように応援する
２２
（３５．５％）
１．自分とプリセプティとの関係性
・平常心で仕事をしているところを見せる
・自分が問いかけをしたら聞くだけのゆとりを持つ
・基礎を教える
１９
（３０．６％）
２．かかわる時の態度
・プリセプティの成長に合わせる
・プリセプティが自分で根拠を考えられるように指導する
１９
（３０．６％）
３．指導方法
・できないところはできないなりに、良かったところは
良かったなりに褒める
２
（３．５％）
４．プリセプティの評価
６２
（１００％）
記録単位総数
表４　かかわることへの心構え
看護師のプリセプターとしての役割意識
－１９－
プリセプティがもっている人間性を活かしなが
ら，自分を通していろんな部分を吸収させ，人
間的に成長できるように応援していくことだっ
た．
　「かかわる時の態度」では，プリセプティには
患者とのかかわりを通して自分の仕事に対する
態度や取り組み方を示しつつ，自分自身もプリ
セプターとしてプリセプティにかかわれるよう
プリセプティの問いかけに答えられるだけのゆ
とりをもち，プリセプティばかりでなく自分自
身も基礎や根拠に戻った上で教えようとしたな
どの心構えを見出していた．
　「指導方法」では，プリセプティの看護師とし
ての成長に合わせて，プリセプティ自身が自分
で根拠や目的を考えられるよう励ましながら指
導していくことや，看護を嫌いにならないよう
な言葉かけを意識して指導していた．
　抽出された記録単位数は，これら３つのカテ
ゴリーに大部分が集中していたが，プリセプ
ティのできていないところは注意し，良いとこ
ろは褒めるという「プリセプティの評価」に対
しての心構えも少数ではあったが示された．　
　　　　　　　　
５）プリセプターをするに当たっての準備
（表５）
　【プリセプターをするに当たっての準備】では，
約８割の対象者がプリセプターシップに関する
研修を受講していたが，研修以外にもプリセプ
ターはプリセプティを指導するために個人的な
準備をした人が１５名（５７．７％）と約６割いた．特
に準備をしなかった人は１１名（４２．３％）で約４
割は個人的には準備をしていなかった．準備を
した人たちは，表５に見られるように「文献学
習」や「指導計画の作成」などを行なっていた．
　「文献学習」とは，プリセプティに指導を行な
うために，プリセプターシップに関連した記事
が掲載されている看護雑誌を読んだり，自分の
知識で不明確な部分について資料や病棟の指導
マニュアルなどを活用して再確認していた．ま
た，過去に自分がプリセプター（自分が指導を
受けた先輩看護師）から受けた指導について，
当時の記録を振り返るなどしていた．
　「指導計画の作成」では，プリセプティの１年
間の指導を年間の指導計画として作成していた．
　一方，準備をしなかった対象者の中には，プ
リセプターの指名が直前に決まったから何も準
備していない，いつの間にか決まっていたから
何も準備しなかったと述べた人もいた．
　

１）プリセプターを担う時期
プリセプターは，臨床経験年数３～４年目が
最も多く１７名（６５．４％）であった．プリセプター
の選考基準について，臨床経験年数を中根ら１９）
は２年～４年，木内２０）は２年～５年と示してい
ることから，本研究の対象者も先行研究に一致
しており，プリセプターの役割を担っている看
護師の多くは，臨床経験年数は３～４年目が適
任時期ではないかと考える．
プリセプターを指名された時の気持ちでは，
不安や心配という消極的な感情が多く示された．
これには２つのことが考えられた．１つ目には，
看護師のプリセプターとしての役割意識
内　　　　容カテゴリー
・自分の知識を資料で振り返る
・看護雑誌を読む
・病棟の指導マニュアルを確認する
・過去に受けた指導を振り返る
１．文献学習
・年間の指導計画を作る２．指導計画の作成
・直前に決まったから何も準備していない
・いつの間にか決まっていたから準備していない
・準備らしい準備はしなかった
３．何も準備しなかった
表５　プリセプターをするに当たっての準備
－２０－
看護師としての経験年数の不足に伴うことであ
る．臨床経験２～３年目の看護師には責任が過
負荷である２１）と報告されているように，年齢が
２５歳以下，臨床経験年数が３～４年目の看護師
が多かったことが考えられた．また，臨床経験
年数が２～３年目の看護師は，長期的目標や計
画を立てて意識的に自分の活動を行うようにな
る段階にあたり，この時期に自分がもっている
概念や理論をさまざまな実践の状況を通して，
それに磨きをかける必要がある２２）とも言われて
いる．このことから，この時期は，ようやく病
棟での勤務にも慣れ，自分を看護師として自覚
し，自立して自分の看護に取り組むことができ
る時期であり，１～２年目で習得した知識や看
護技術をこれから発展させていく時期にあると
言えるであろう．しかし，プリセプターとなる
看護師は，このような時期にプリセプターとい
う新たな役割が加わり，看護師としてまだまだ
成長途上にある未熟な自分を感じながらもプリ
セプティのモデルを務めなければならないこと
への不安と苦痛であることが明らかになった．
したがって，プリセプターの不安と苦痛は，消
極的感情として受け止めるのではなく，役割を
遂行しようという意識の現われとして捉えるこ
とができると考える．　　
２つ目には，指導を任されることに伴うもの
である．臨床経験年数２～３年目の看護師は，
臨床経験年数的に新卒看護師に近く，その気持
ちに共感することができるということから「プ
リセプター」として望ましいと考えられている
１）．しかし，先行研究２３）にもあるように，単にプ
リセプターという役割が，プリセプティの気持
ちに共感するばかりでなく，プリセプティが一
人前の看護師になれるよう指導しなければなら
ないという役割も課せられているため，自己の
経験年数からはその責任は重圧となっているこ
とが推察された．
２）プリセプターとしてのかかわることへの
思い
表３～５で示したように，プリセプターとし
てかかわるために自己の目標や心構え，そして
自己学習を行っていた．その中でも，プリセプ
ティとの人間関係を築いていこうとしていた．
これは，プリセプターシップがマンツーマンで
行われることから，自分が一番近い存在として
プリセプティを理解し，職場に適応させたいと
いう思いの現れでないかと考える．人間関係は，
初めの印象だけで決まるものではなく，言葉や
行動を通してのやり取りを続けていくうちに相
手をより深く理解していく２４）ことができるとい
うことから，自分のプリプセターの指導を受け
た体験を思い出すことで，その時自分がどのよ
うな行動をとっていたのかということが指針と
なっていることが推察される．そして，プリセ
プティのありのままを受け止めていこうとして
いると考えられた．
また，プリセプターは自分がかかわっても
らった先輩看護師のことを思い出しながらプリ
セプティにとって良いモデルを示そうとしてい
た．これは，プリセプターが自分自身の先輩看
護師から学んだ患者とのかかわり方や，仕事に
対する態度や取り組み方が，看護実践や看護観
に大きく影響していることが推察できる．人は，
ある事柄が危険である場合に，その活動をどの
ように行うかを示す有能なモデルが与えられれ
ば，初めてのことでも誤りを犯さずに習得する
ことができる２５）と言われている．良いモデルが
示す行動の影響は大きいことが示唆された．
これらのことから，プリセプターはプリセプ
ティが初めて経験する事柄について，自分がモ
デルとなって，一つ一つ一緒に経験していくこ
との重要性が明らかとなった．
　
３）プリセプターとしての役割意識
プリセプターという役割に対しては，臨床経
験年数の不足や指導を任されることから不安や
心配などの消極的な感情をもっていたが，目標
の立案やプリセプターとしての準備することに
よって，プリセプターとしての思いを抱き，か
かわる方向性を見出していた．これは，自分が
かかわってもらった先輩看護師を振り返ること
で，自分をプリセプターとして明確にすること
ができ，目標の立案に至ったと推察される．し
看護師のプリセプターとしての役割意識
－２１－
かし，意欲がなければ環境が整っていても適切
な効果は認められない２６）と言われているが，こ
れは先輩看護師を振り返ったことにより，専門
職としての意識が芽生えたのではないかと考え
られる．本調査対象者では，プリセプターの役
割意識が芽生えていたが，芽生えていない場合
には，プリセプターは戸惑いやストレスなど５）－１２）
の困難がある中，その意識を一人で貫くのは容
易ではないだろう．そのプリセプターの意識の
サポート体制を整備することが課題である．

１）プリセプターを指名された時に，プリセ
プターという役割に対して不安や心配などの消
極的な感情をもっていても，目標の立案やプリ
セプターとしての準備を行いかかわりや指導の
方向性を見出していることが示唆された．
２）プリセプターとしてのかかわりや指導の
方向性を見出しても，プリセプターには戸惑い
やストレスなどがあることが明らかなことから，
プリセプターの意識を一人で貫くのは容易では
ないと考える．そこで，そのプリセプターの役
割意識をサポートできる体制を整備することは
重要であることが示唆された．
 
　本研究にご理解いただき，貴重なお話をして
くださいましたプリセプターの皆さんを始め，
ご配慮くださいました各施設の看護部長さまに
心より感謝いたします．
（本研究は，福島県立医科大学大学院看護学研
究科に提出した修士論文の一部を加筆，修正し
たものである）
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